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 胃がん検診における年齢制限について  

平素より、当クリニックをご利用いただきまして、誠にありがとうございます。 

この度、胃がん検診を受診されるお客様のお体の負担をできる限り少なくし、 

安全に検査を受けていただく為に、 

胃バリウム検査・胃内視鏡検査に年齢制限を設けることと致しました。 

何卒ご理解ご協力を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

胃バリウム検査は、 
以下のリスクが生じる可能性がありますので、受診時の年齢が 79歳までと致します。 

 誤嚥性肺炎（バリウムが気管に入る） 

 消化管トラブル（便秘や腹痛が生じる） 

 脱水（水分摂取不足により） 

 

胃内視鏡検査は、 
以下のリスクが生じる可能性がありますので、受診時の年齢が 84 歳までと致します。 

 誤嚥性肺炎（唾液や胃液が気管に入る）  

 心拍数増加・不整脈（検査時の刺激により）  

 心血管・脳血管への影響（血圧の上昇により）  

 

■ 持病のある方について 

心筋梗塞後、脳血管疾患、大動脈瘤ステント留置術後などの持病をお持ちの方は、 

年齢に関わらず、安全性の観点から「主治医の許可を得た上での受診」をお願い 

しております。 

■ 症状がある方について 

年齢に関わらず、お早めに一般診療での診察・検査をお受け下さい。 
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